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言　　　　　　　　　　本学関係者寄贈図書
★
ま　　貝塚　伏(耳卿開喉科学非常勤講師)
土　　細菌から象まで　貝塚保著(大津大雅1982)
??????????????
i　　七川　歓次(整形外科学教授)
王　　.)ウマチ病Ⅳ　　七川歓次編(永井書店) 1982)
ま　　他に挟間章忠(病理学第二教授)より下記の図書を御寄贈いただきました。
I　　　　シーボルト「日本」全6巻、同図録全3巻(堆松堂1979)
★
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図　書　館　と　私
-写本すること-
杉　本　美　紀
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「図書館」といえば、田舎の県立図書館を思
い出す。高知城は町の中心の小高い丘の上にあ
り、県立Eg書館は、その大手門の櫨の緑の木立
ちの中にあった。高校時代(その頃私は大学進
学のための勉強をしていたのだが)自転車で通
った思い出はなつかしい。図書館の利用注は人
それぞれだろうが、大体、調べものがある時と
いう場合が多いだろう。今の私の場合もその例
外でなく、看護研究のための文献捜しという目
的でしか、附属図書館を利用したことがない。
そこで、 2回程利用させていただいた、 Time
is money　という考え方だというコンピュー
ターによる文献捜しには当初びっくりしたもの
だ　Time is moneyという同じ感覚で、常
々考えるものにコピーがある。コピーの普及は、
医大生にとって随分、経済的、時間的に助かっ
ているところが多いだろう。
小学生の時によく偉人伝というのを読んだが、
その中に(たしか野口英世博士の伝記だったと
思う。)写本の苦労が書いてあった。蛍光灯のな
い家なんて考えられないような今の世の中で、
蛍の光、窓の雪で写本なんて話はひどくロラン
チックにさえきこえるが、大変なことである。
視力の低下すること甚だしい。どんな小冊子の
写本でも並大抵のものではない。それでも書く
事程、頑の中にしっかりと入れる方法はないと
信じる私は、写本とまではいかなくてもできる
だけ書き写したいと、いつも思い、写し始める
が一つの論文でさえかなりの時間を要する。こ
のような写本へのかたくななまでの思いは、私
の知識を広げる妨げをしている。
最新の医療器材を備え、さまざまの難しい疾
病の患者さんのいる大学病院における看護婦に
求められる知識の幅広さは、際限がないように
思える。オールマイティになれと言われてもと
てもなれるものではない。将来は、看護婦も専
門コースでの勉強をおえた専門ナースというふ
うにならなくてはいけないだろう。今は、研修
期間なしに、あるいは、短期間の研修のみで、
実践の場に足を踏み入れ、専門的な知識・技術
を修得していく。その時の本による知識の修得
は欠くべからざる事であり、私達ナースにとっ
ても 附属図書館はありがたいものである。現
在看護雑誌は数種類おかれているが、今後の、
看護に関する書籍の充実を期待するものである。
最近、附属図書館へよく看護学生の見学のた
めに行くことがある。その時、一階や二階の閲
覧室に目がいく。図書館の閲覧室、それはどこ
でも厳かな静けさが漂っている。その静けさが
私はとても好きである。忙しい、忙しいと走り
まわって働いている若い看護婦さん達に、休日
には一人で静かに閲覧室で本を読んでみません
か、心が落ち着きますよ、つて言ってみようか。
そして私も、あの閲覧室で鈍くさく、写本でも
してみたいと思う。
(附属病院　看護郡副婦長)
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前号で多くの方々からの御意見をお聴きしました。これ
について図書館側からのお答という形で主な意見、要望等
に対して下記の項目にそって述べていきたいと思います。
1.施設、設備について　　　3.資料収集について
2.サービスについて　　　　4.その他
*********4*******4**ftft**4ft****************************ft*******************
1.施設、設備について
Q:コピー機を複数台はしい。
一台ではなく2台以上に、料金をもっと安く、
解像力のよいものを./
A:要望としては理解できますが、本来、当館の
ような設置の仕方は諸々の点から言って問題が
ないわけではなく、ベストとは言い難いのです
が、ないよりはあった方がよいし、利用のされ
方からみても、現在の形が便利であろうという
ことで和仁会に設置してもらっているものなの
です。そんなわけで、今のところ御容認願いま
tc
Q:冷暖房をもっと早くから入れてほしい。
A:一口に、 「早い時期から」といっても、やや
もすれば本学だけの事柄でないし、また「気温
に合わせて、たとえば15度になったから今日は
暖房入れよう--・」などと、日時を選ぶことも、
施設の都合上難しいようです。しかし、図書館
は多数の人の勉学の場に利用されるものでもあ
り、特に冬期の暖房時間は5時以降についても
充分配慮されることになると思います。
Q:自由閲覧室からの騒音を遮断してほしい。
A:ほとんどの人たちが問題にしています。本来
°　°
の自由閲覧室がないので、多少の雑談も容認の
うえ利用して差しつかえないことになっていま
すが、実際にはなかば特定したグループが討議
し勉強しているとのこと、熱が入ると自らボル
テージも上ってくるのかもしれません。
図書館は不特定多数の利用者が利用していま
す。静粛を保ち、他人に迷惑のかからないよう
利用を願います。勿論、この騒音問題は図書館
委員会でも取り上げられ、防音工事等も考えら
れていますが、現状ではにわかに踏み切れませ
んO良識ある利用態度をとるようお原酌＼しますo
2.サービスについて
Q:単行本、雑誌の貸出期間を延長してほしい。
A:現行の貸出期間(単行本、製本雑誌1週間、
未製本雑誌3日間及びオーバーナイトローン)
は他大学と比べた場合、短いかとも思われます
が、貸出期間(特に雑誌について)はもっと短
い方が良い、という意見もあり、当分、現行通
りでいきたいと思っています。
Q:平日、土曜日の開館時間を延ばしてほしい。
A:全国的な開館時問をみるとよくやっている方
だと思われますので現行を維持します。即ち平
日20時迄、土曜日17時迄　開館。
Q:朝の開館時間をもう少し早めてほしい。
A :開館するまでは掃除等の準備に時間を費すた
め現行の9時開館を御了承ください。
Q:予約図書、購入希望図書への回答が遅い。
A:現在では御指摘の通りです。もっと早く回答
するようにしたいと思っています。
Q:貸出しの係の方かカウンターにおられなくて、
待たされることが多い。
A:館員は大体、常にカウンターに座っています
が時にはこういう事があり御迷惑をおかけして
います。なるべくそういうことのないようにし
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たいと思っています。
Q:学外に文献複写を依頼する時、かゝる日数と
送料を教えてほしい。
A:これは大学によりかゝる日数がまちまちです
が、大体3日～1週間位が平均的です。 2週間
あれば殆んど全部返送されてきます。送料につ
いてはページ数と郵便料金の関係ではっきりし
た金額は申し上げられません。申込時には必要
事項をまちがいのないように御記入ください。
Q:図書の検索システムをマイコンを利用して充
実できないか?
A:図書の検索については当館ではマニュアルで
やっております。閲覧関係の仕事を機械で検索
する事は今のところ考えていません。
Q:あるテーマに関しての最近の雑誌やTextを
和洋合せてComputerで打ち出してもらえない
か。 (機械検索をしてほしい。)
A:現在機械検索(MEDLINE CAS他)
は教職員のみを対象としています。学生の方に
対してのサービスは現在考えていません。将来
学生の方からの要望が多くなればその時はまた
再考したいと思います。
Q:日曜日の開館を希望します。
A:残念ながらいろいろな事情があって、現在の
ところ実現できません。
3.図書資料の収集について
図書資料の収集についても多くの意見があ
りましたが、中でも次のことが要望として取
り上げられていました。
(1)よく利用される図書の副本を揃えて欲し
い。
(2)新刊書を多く入れて欲しい。
(3) (副本を揃えるよりも)種類を増やした
方がよい。
(4)料(主題・分野)によって片寄りがある。
(5)一般教養書を、ベストセラーものもすぐ
(利用できるように)、揃えて欲しい。
(6)単行書の内容が高すぎる。
(7)雑誌も主題・分野により片寄りがある。
また、バックナンバー、種類とも不足して
いる。
まとめると(1)から(4)及び(7)は概ね専門課程系
図書資料に、 (5)、 (6)は主に基礎学課程及び一般
に関する事項と思います。そこで、予算のこと、
購入図書資料の選定方法について、概略をお知
らせし、若干の問題点に触れておきます。
1.図書について
1)図書館資料購入費のうち図書(単行書)に
ついては、学内予算措置はなく、もっぱら国
からの用途指定予算の枠(わく)内で購入さ
れております。したがって、結論から言いま
すと、前記のある意味で当然と思える要望等
にすべて応えていくことは非常に難しく、ま
た御存知のとおり折からの財政難の煽(あお
り)で予算は削減される一方、図書、特に専
門書の価格の高騰等が重なり、その中にあっ
てどんな図書を選定し購入するかに非常に高
度な判断が必要となっています。
2)次に、収集選定方法について言及しますと、
医科大学の図書館であって医学部の図書館で
ないところから、基礎学課程系の図書と専門
課程系の図書の選定手順を次のようなものと
しています。
①　基礎学課程系は、講義に関連あるもの及
び高い教養を育むにふさわしいものといっ
た主旨により、直接教室・教官に図書を選
定願っています。したがって、まゝ内容が
高すぎるとの評があるのかもしれません。
②　専門課程系の図書は、新刊図書を主とし、
次に既刊図書の中で基本となる重要なもの
のうち未所蔵のものを、隔年で専門基礎と
専門臨床と交互に購入しています。その際、
和書と洋書の割合は概ね3対2としていま
すが、洋書は2倍以上もの価格となるので
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わずかしか購入できません。
その選定となる材料は、原則として図書
館で作成し、教室・教官に選定願い、予算
の許す限り購入していくわけです。
以上の外、共通して、シリーズものは欠
本にならないようにし、利用頻度がある一
定基準以上の図書の副本を、あるいは専門
課程系では蔵書構成の比率の低い部門を出
版量(点数)と照らし合せながら、選書し
収集してはいるものの、病院関係の一部、
例えば看頭部門等へは図書館としては予算
が回らないので困っています。
⑨　上記のことは、もっぱら情報を提供する
側のいわば内情であって、結果として利用
者の意見は反映されていません。そこで、
「リクエスト箱」を用意し購入希望等の要
望を受ける場を設けてはいるものの、端
的にいって、それに応ずるための予算が充
分に確保されているわけではないので、せ
っかく単行書が少ないとか、一般教養書・
ベストセラーものもすぐに入手を、といっ
た辛殊(らつ)な意見が寄せられても、そ
れらの50%も手配できないのが現状です。
無論、図書館としても努力はしていますが、
利用者のみなさんもど賢察のほど願います。
2.雑誌について
1)予算について触れますと、学術雑誌の購入
費は、全体の6%相当が国から指定で来る外
は、学内専門課程講座、及び診療科等の一部
からの蝶(きょ)出により成立しており、そ
の中では外国学術雑誌が予算面で87%強を占
めています。特に、雑誌は単行本と異なり年
々値上りが著しく、それに対応した予算措置
にどの大学の図書館も苦慮しているところで
す。本学も、その措置が取れなかったため、
本誌10号で紹介したとおり、昨年度に外国雑
誌の中止のための見直しを決行したことは言己
憶に新しいことゝ思います。
2)そのような環境の下では、実質的にバック
ナンバー(Analyt. Biochem.等)の充実と
かタイトル増は見込みか立ちませんが、将
来、見直し入換え等の機会を待つとともに、
指摘されたもののうち、和雑誌が主と思われ
る社会福祉、障害者、また地域医療、医療経
済といった関係は確かに乏しいので、今後是
非配慮したいと患います。
3.視聴覚資料など
その他、ビデオテープ等の視聴覚教材につい
ても要望がありました。近年日増しに医学教育
のメディアとして重要視されている資料でもあ
り、できる限り多く揃えたいのですが、何しろ
1本15分ものでも最底7万円からするために、
通常の図書館資料購入費からは購入できません。
それでもどうにか、ビデオテープは、本数から
言えば日本医学図書館協会加盟館の国立大学で
最上位に位置しています。当面、学内では講義
用に自作されたものを寄贈願う一方、今後、図
書館以外の関係者の協力を得たいと思います。
4.ひと　こ　と
図書館は、利用者の求める情報の80%を充足
できなければ失格だと考えていますが、現実は、
国内新刊医学図書に限っても20%も入手できず、
深刻な事態といえます。 56年度には、大学院の
課程が設けられ、いよいよ応用研究のレベルの
ものを備えなければならないときだけに、学術
研究の中枢機関としての図書館について大学人
全体に改めて考えていただくことを期待します。
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有能な小児科医をめざして
～小児科学教室.-
図書館ニュースに掲載される教室紹介を、こ
れまで楽しみに読ませていただいておりました
が、意外に早くお鉢が回ってきて、今回は当教
室を紹介する羽目になりました。
私どもの小児科学教室は昭和50年4月、中村
教授(副学長兼任) 、島田助教授、山野助手の
わずか3名のスタッフで、関連教育病院である
大津日赤内で産声をあげました。
この仮住い約1年半ののち(昭和51年8月末)、
現キャンパスに臨床研究棟の一部が落成し、日
赤内の仮医局から移転しました。その後昭和53
年10月より附属病院にて診療開始、 54年1月か
ら小児科の講義が始まり、 56年3月には待望の
一期生が卒業。同年6月、第-期生の内6名を
研修医及び大学院生として小児科に迎えました。
このときが当科教室の.t成人の日''だったとい
えます。本年6月には、さらに本学第二期生6
名と他大学卒業者2名の研修医を迎え、教授以
下の、いわゆる教室の総勢は27名に達し、今や
かなり大世帯となりました。もっとも、医員、
研修医の約半数は当教室での1 - 2年の研修の
のち、学外研修のため目下滋賀県下および近県
の関連病院や施設に出張しています。
当教室における卒後教育の目標は、いうまで
もなく有能な小児科医を育てることであり、こ
の目標に向い全員日夜頑張っています。具体的
には、日々の診療活動は当然のこととして、毎
週水、土曜の早朝入退院カンファレンス、金曜
日夜の抄読会と症例検討会のはか、医員、研修
「一一一一一一一日-島田司巳I
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医が中心になって小児循環器、小児神経の勉強
会、語学習得を兼ねた英文CPC例の検討会な
どが意欲的に行われています。
研究面では神経、内分泌・代謝・循環器・悪
性腰痛などのグループがあり、多忙な診療の合
間をぬって、それぞれ活発な研究活動を続けて
います。神経グループは脳の発生とその異常に
関する形態学的研究、脳変性疾患の組織学的及
び免疫組織学的研究、発作性疾患の薬物療法と
薬物の体内動態などを追求しています。内分泌
・代謝グループは県下の新生児マススクリーニ
ングで発見される各種先天性代謝異常症の確定
診断、治療や保因者の検索のはか、培養細胞に
よる新しい珍断法の確立に意欲を燃やしていま
す。循環器グループは新生児のエンドトキシン
ショックの病態生理、および先天性心疾患の心
筋発育に関する電子顕微鏡的研究を行っていま
すOまた、悪性腫療グループは、小児癌の多く
が先天異常に合併することから、各種DNA損
傷症候群の培養細胞を用いて発癌の機序を究明
しようと奮闘しています。このほか、小児腎疾
患の糸球体変化を電顧的に研究しているもの、
小児暗息を免疫学的に検索しようとするものな
どもあり、研究分野は今後更に拡大するものと
思われますが、現在のスタッフでは手が回わら
ないのが実情です。
各研究グループの研究方向や進展状況、研究
面の随路等は、年2回の教室研究発表会におい
て全員で検討を行っています。研究内容はそれ
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ぞれ異なっていても、互いの研究を理解し合い、
有機的なっながりを持つよう努力していますO
と言っても、硬いことばかりの連続ではあり
ません。幸い(?)教室には名幹事が何人かい
て、適当な間隔で、何かと口実をもうけては楽
地域の医療を考える〔5〕
?
??????????????????????????
???????????
しいアルコール研究会を開いてくれます。今年
もはや12月、入院患児のためのクリスマスパー
ティーと医局忘年会を目ざして幹事殿は目下多
忙。勿論、大事なDutyは忘れていませんO
(小児科学講座・教授)
??????????????????????????????????????????????????????
地域医療　の原点
????
????????????????????????????????????
「地域医療」という言葉がつかわれ出してか
らもう長い年月がたっているが、本来その原点
は何であるべきであろうか。むつかしい表現を
するまでもなく、夫々の地区での患者さんに対
して心のこもったより充分な医療を行うという
のが真意であり、これはまた医学の原則でもあ
る。医師たるものは、シュワイツア先生のいわ
れた生命に対する畏敬の念をたえず心にもって、
患者さんに対して暖かい心構えで接するという
のが、最も大切な基本姿勢である。
医師になりたての若い頃は希望にもえて、こ
の心構えを強く心に抱いているのに、あまりに
ir*.　も当然のことであるためか、年を経るに従って
医師の脳裏からうすれがちになるのが現状では
なかろうか。
滋賀県のような風土の所では開業又は診療所
におられる医師の方々は、長年の、或いは二、
三代にも及ぶ患家とのつきあいから、いわゆる
ホーム・ドクターとして患者やその家族に接し
ておられる人達が多く、こういう信頼感のある
人間関係こそが、医師と患者の間の基本的要点
と考えられる。患者さんを診る場合、疾病その
ものだけでなく、それが患者の社会的立場に及
ぼす影響や、家族への影響を充分に把握してい
???
????????????????ォ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
てこそ真の医療が行えると私は思う。
医師が自分の診療している患者に対して、通
院又は往診による医療だけでは手に負えぬよう
になることはしばしばあろうが、この時点で医
師はかねがね依頼できる病院に入院させて、そ
こでより充分な医療にまかせるということにな
ろう。これがいわゆる二次医療であり、これを
担当するのは多くはいわゆる一般総合病院であ
る。しかし患者さんの病態が急変して生命の危
険が切迫した時とか、二次医療機関での設備で
は、診断・治療に不充分な時は、夫々の診療科
に対する高度の、三次の、いわゆる救命・救急
医療機関が必要になってくる。第三次医療機関
は今の健保法によってはいわゆる不採算治療を
やらざるを得ぬ場合が多く、経営といういみで
は非能率になろうが、是非必要なもの故、公的
医療機関として設立されていて、赤字は公共自
治体が負担せざるを得ない。
地域での開業、診療所の医師の方々の手から、
場合によっては二次医療病院に、更には三次救
急救命医療機関へと、必要に応じて、スムース
に且迅速に患者を移転しうる態勢が充分行われ
るようになっていてこそ、地域医療がより完壁
に行われている状態といえよう。
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一方では、医学は最近ではすざましい速度で
進んで行くので、地域の医師はたえずより新し
い医学を知っていてもらうため、教育、できう
れば実習ができる態勢を、県医師会を中心とし
てたえず追及して行かねばならないし、三次救
命救急の可能な医療機関での医師達もこれに対
して何等かの寄与をしうる心構えでいなければ
ならぬ。
医療そのもの以外にその予防を行えばより理
想的で、このためには患者、家族更にいわゆる
健康な県民を含めての啓蒙活動が大切である。
これは保健所など行政の仕事ではあるが、それ
????????????????????????????????????????????
だけにまかすのでなく、各種の職場での医師が
夫々の立場に応じて、たえず何等かの努力をし
ているという心構えが必要であろう。
私は今の職場にきてからまだ2年半余り・にし
かならず、地域医療に対する考え方もまだまだ
未熟で浅薄であると承知はしているが、機会を
与えられたので、今もっている考えをのべさせ
て頂いた。これからも、もっと勉鼓して、滋賀
県民のよりよい地域医療をめざして、私なりに
努力をつづけて行きたいと思っている。
(滋賀県立成人病センター所長)
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㌫　　痛い話とモルヒネと
身近な経験によると、 Odontodynie (歯痛)とOtodynie (耳痛) (ともに独語)が一番我渡の
できないものであった。そのはずであるOシリに付いているodynieがギリシア語のJ8Uリ7] (od-
yne )、即ちpain 「肉体の苦痛」から成語しているからだ。他に、 urethrodynia (尿道痛) 、独
語のNeurodynie (神経痛) 、またラテン語でもpododynia (足痛)等多くある。同じく専門用語
でA lγos (aIgos) 「痛みを感ずること」を付けて作られたodontalgy(歯痛)とかotalgia (耳
痛) 、また独語のMyalgia(筋肉痛) 、更に、痛みを感ずることにおびえる特異な人がいるがそれを
algophobiaといったりする。
「痛み」のありふれた語にacheもある。純粋なイギリス国籍で、古くは名詞asceがache　にな
り、動詞はac-anからake　になったりしたが、実のところ17世紀頃に発音と綴(つづり)に大混
乱が生じ、 18世紀にはジョンソン博士のような専門家でさへ間違えた位で、そのまま後世に伝わって
しまったために、両詞とも本当はakeとなるべきところ、今日のようにacheと書かれるようになっ
てしまったのだ。心痛(heartache)のきわみである。
ところで、痔(とう)痛を和らげたりするために鎮痛剤があるOそれは上記語源にAV (not,with
outの意)を冠りし言vodu叩、即ちanodyne、また同様にムリ+aXfOs, (analgos)からan-
algesic (名詞として)がある。語意は前記と別々に成立するが、二語合わせてanalgesic anody-
ne　といったりもする。
薬理学はこれらを種々に分類しているが、中でも有史以来モルヒネ(Morphine)が天然の麻薬性
鎮痛剤として-バをきかせているというoど存知のとおり、もともとギリシア語のoKtOリ(opion)
よりきたopium (阿片)から採れるもので、 opium poppyなるアへンゲシ(学術的にはpapavev
somniferum　という)の花後の肥大した子房から得られる阿片に含まれている麻酔性のアルカロイ
ドが錠を握っている。これがえらい薬になるのである。ついでに触れると、阿片は薬だけでなく着色
剤としたり、香料あるいはホロにが味を付けたりするときも用いられたが、他方、特に東方人が幻覚
作用を目的に悪用してしまう。なお、このopiumはギリシア語本来の意はケシのジュースのこと、
′
opionを指小語とするoposは野菜ジュースのことでもあるOまたサンスクリット語では、 Jpionに
相当する言葉にwaterの意味もあるため親戚ではないかとされているが、いづれも性質・形状がジュ
ースに似ているところから類推したものと思う。　痛い話から長くなった。イタク反省する。 (久)
LTT-TT-T-T-T.T-1 Gr:T:T.T:T:T;T.T:T-T:T.T-TrT-TT-XTfT T-'3㍍ F-T.T-T-T;T.T-T-T-T.T;T;T T T T-T-T.T:T-T-T T T-TT T-1芯F:T.*lT:X;サー*:T:T'T-T:T;T;T-X?TTXXTコm =コrrxn
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F.de Quervain著　　外科診断学
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最初に記載した学者の名を病名につけるとい
う習慣は、最近ややすたれてきたが、スイスの
バーゼル大学の外科学教授であった　Fritz de
Quervain (1868-1940)の名は、舟状骨骨折、
亜急性肉芽腫性甲状腺炎、榛骨茎状突起腺鞘炎
などにながらく付されていた。そのde Quer-
vain　教授が、 1907 (明治40)年、 40歳のとき
に著わした外科診断学の本は、外科学の名著の
一つとして、版を重ねたのである。私の所有す
るのはその第5版(1915)である。
本書についてはすこし想い出がある。京大で
の専門課程2年の外科総論講義のはじめに青柳
●
°
●
°
●
友　吉　唯　夫・・・・・
安誠教授が推薦された参考書はただ1冊、本書
であった。そんな古い本を紹介されても入手す
べくもない。ただ、大正時代に大学を卒業され
た医師を父とする友人のT君がそれを持ってい
た。見せてもらうと、図も豊富で魅力的な本で
ある。それ以来、 「de Quervam」の名を念頭
に置きながら古書店を訪れることが続いた。そ
して、ある日ついにこれを見つけたのである。
そのときはもう外科学総論の講義はすでに終っ
ていた。
(泌尿器科学講座・教授)
Q
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県医師会の「近江の医学史展」協賛
去る10月31日、滋賀県医師会創立35周年の記念事業の一環として、 「近江の医学史展」が県医師
会館で開催され、当館からは緒方洪庵訳の、適塾の教科書として用いられたフ-フェランド著「扶氏
経験遺訓」 (安政4年)を始め、 20種140点余の古医書等を出展し協賛した。
蔵書点検実施
57年8月1日付けで各講座等に備えつけてある図書の蔵書点検を各講座等の方々の協力を得て調
査しました。御協力を感謝します。
10.
10. 28-29
10.　31
ll.　22
ll.　24
12. 14-17
図書館の活動(57.10.1-12.31)
図書館委員会(第31回)
第53回日本医学図書館協会総会(関西医大、於京都ホテル)
滋賀県医師会創立35周年記念「近江の医学史展」協賛(滋賀県医師会館)
図書館委員会(第32回)
近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第10回開発委員会(奈女大)
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